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世 帯 と 人 口( 3. 1. 1)
世 帯245, 930
人 囗642, 177 人
男326, 284 人
女315, 893 人

RECYCLEPAPER
―森林資源を大切に―

ゴ ミ の中に

資源がい っぱい
昨年11月に足立区のリサイクルの将来像:
と、その実現への計画づくりのため発足し
たF ゴミ問題対策委員会」は、区のゴミの
実態をつかむため。昨年12月11・12日の両
日、家庭から出るゴ ミの組成調査をしまし
た。また、13日には青井兵和通り商店街で、
包装などについて聞き取り調査も行いまし
た。この調査結果から、可燃ゴミを20% 以
上減量できることなどがわかり、同委員会
では今後の計画に役立てるとしています。

分
別
ゴ
ミ
の
1
/
4は
資
源
に

1
2月
1
1日
は
戸
建
住
宅
、
1
2

日
は
集
合
住
宅
の
可
燃
ゴ
ミ
、

分
別
ゴ
ミ
(
約
6
0世
帯
分
)
が

調
査
さ
れ
ま
し
た
(
左
の
グ
ラ

フ
参
照
)
。

今
回
の
調
査
で
は
、
可
燃
ゴ

ミ
は
戸
建
住
宅
、
集
合
住
宅
と

も
よ
く
整
理
さ
れ
て
い
て
、
不

燃
物
の
混
入
も
そ
れ
ぞ
れ
1
.
9

气
8
.
4
%と
ご
く
わ
ず
か
で
し

た
。し

か
し
、
分
別
ゴ
ミ
は
、
可

燃
物
の
混
入
も
多
く
、
穴
の
あ

い
て
い
な
い
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど

ル
ー
ル
違
反
が
続
々
。

ま
た
、
店
頭
か
ら
家
庭
ま
で

運
ぶ
聞
し
か
使
わ
な
い
ビ
ニ
ー

ル
袋
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ト
レ
ー

の
多
さ
が
目
立
ち
ま
し
た
。

分
別
ゴ
ミ
の
組
成
を
み
る

と
、
再
利
用
が
難
し
い
ス
プ
レ

ー
缶
を
除
く
「
金
属
」
と
、
が

ラ
ス
の
す
べ
て
が
資
源
化
で
き

る
と
す
れ
ば
、
現
状
で
分
別
ゴ

ミ
の
2
6
%
が
減
少
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す

。

可
燃
ゴ
ミ
で
も

、
「
衣
類

」

「
新
聞
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

」
「
牛

乳
パ
ッ
ク

」
「
包
装
紙
等

」
を

資
源
化
す
る
と
、
約
2
0
%
減
ら

す
こ
と
が
で
き

、「
そ
の
他
の

磐

の
中
に
も
使
え
る
も
の
が

含
ま
れ
て
い
る
と
す
れ
ば

、
さ

ら
に
削
減
率
が
高
く
な
り
ま

す

。こ
の
調
査
か
ら

、
分
別
の
ル

ー
ル
を
き
ち
ん
と
守
る
こ
と

、

使
え
る
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
こ
と
で

、
現
状
で
も
か
な
り

の
ゴ
ミ
減
量
に
つ
な
が
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た

。

ゴミ 実態調査
委員 自ら が ゴミを 分 類 、調 査 しまし た

分別ごみの中の資源化物

可燃ごみの中の資源化物

過
剰
包
装
は
や
め
ら
れ
る
?

青
井
兵
和
通
り
商
店
街
(
青

井
三
丁
目
)
で
は
、
主
に
商
品

の
包
装
状
態
に
つ
い
て
ア
ン
ヶ
I

ト
調
査
し
、
ま
た
調
査
終
了

後
、
商
店
街
の
代
表
者
と
の
意

見
交
換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

調
査
に
あ
た
っ
た
ゴ
ミ
問
題

対
策
委
員
の
中
に
は
、
普
段
な

に
げ
な
く
使
っ
て
い
る
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
の
包
装
代
の
高
さ
に

驚
く
人
や
、
買
い
物
か
ご
を
持

っ
て
き
て
く
れ
れ
ば
と
い
う
商

店
主
の
言
葉
に
う
な
ず
く
人

も
。こ

の
調
査
で
ゴ
ミ
減
量
の
た

め
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
が
消
費
者
、
商
店
双
方

と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

消
費
者
側
の
問
題

▽
買
い
物
か
ご
や
袋
を
持
っ
て

こ
な
い

▽
包
装
材
は
サ
ー
ビ
ス
(
無
料
)

だ
と
思
っ
て
い
る

▽
買
い
易
さ
か
ら

、
パ
ッ
ク

、

ト
レ
イ
ヘ
依
存
し
て
い
る

商
店
側
の
問
題

▽
簡
易
包
装
は
サ
ー
ビ
ス
低
下

と
と
ら
れ
る
恐
れ
か
ら
実
施

で
き
な
い

▽
新
鮮
さ
の
確
保
、
売
り
易
さ

な
ど
か
ら
パ
ッ
ク
、
ト
レ
イ

が
多
い

▽
多
様
な
業
種
の
混
在
す
る
商

店
街
で
、
統
一
し
た
袋
を
使

う
こ
と
は
困
難

ゴ
ミ
問
題
対
策
委
員
会
に
は

消
費
者
だ
け
で
な
く
、
回
収
業

者
や
商
店
街
代
表
も
委
員
に
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
も

今
後
の
委
員
会
で
多
面
的
に
検

討
さ
れ
、
解
決
が
図
ら
れ
て
い

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
社
会
に
向
け
て

今
回
の
調
査
で
、
足
立
区
の

ゴ
ミ
問
題
の
一
端
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
を
し

な
が
ら
、
ゴ
ミ
減
量
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
検
討
を
し
て
い
く
予
定

で
す
。

3
月
に
は
中
間
報
告
が
さ

れ
、
区
で
は
可
能
な
も
の
は
平

成
3
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
き

ま
す
。
最
終
答
申
は
7

月
に
出

さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
。
計
画
"
を
実
行
す

る
の
は
区
民
の
皆
さ
ん
で
す
。

き
ち
ん
と
分
別
し
て
ゴ
ミ
を
出

す
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
ま
ず

身
近
な
こ
と
か
ら
始
め
て
み
る

こ
と
が
大
切
と
い
え
ま
す
。

足
立
区
が
ゴ
ミ
の
山
に
な
る

前
に
。

3月
16日

あだちリサイクルフェア
リサイクルつて何んだろう。見て、ふ
れて、学べる1 日です。
日時3月16日、午前10時～午後4時
場所 竹の筱センター、教育センター、
竹の筱6 号公園

内容 し?シンポジウム? リサイクル展
? リサイクルの実演? フリ ーマーケ
ット

※ フリーマーケット で、不用品等を販売
し たい方は事前にご連絡ください。
問合せ先 中央本町庁舎・コミュニティ
推進課03880 ―5199

行
動
す
る
委
員
会
に

ゴ
ミ
問
題
対
策

委
員
会
会
長

有
馬

雄
輔
さ
ん

観
念
的
に
は
理
解
し
て
い

て
も
行
動
に
結
び
つ
か
な
い

の
が
ゴ
ミ
問
題
の
現
状
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
こ
の
委
員
会
は

答
申
を
出
す
だ
け
で
な
く
、

割
り
は
し
ゃ
布
き
れ
の
回

収
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
で

き
る
も
の
は
す
ぐ
に
も
実
行

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
行
動
を
次
々

と
起
こ
す
こ
と
で
、
ゴ
ミ
問

題
を
一
時
の
ブ
ー
ム
に
終
わ

ら
せ
な
い
こ
と
も
委
員
会
の

重
要
な
役
割
と
考
え
ま
す
。

ま
た
。
家
庭
か
ら
処
分
場

ま
で
の
ゴ
ミ
の
流
れ
を
知
ら

な
い
方
が
多
い
の
も
問
題
で

す
。
3
月
の
リ
サ
イ
ク
ル
フ

ェ
ア
な
ど
で
I

ミ
体
黔

し
、
子
供
や
男
性
に
も
ぜ
ひ

関
心
を
高
め
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。

足
立
区
は
回
収
業
者
の
方

も
多
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
は

有
利
な
地
域
。
皆
さ
ん
と
協

力
し
て
、
よ
り
良
い
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

住
み
良
い
ま
ち
は

あ
な
た
の
〝声〟
か
ら

区
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

「
区
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
」

は
区
政
に
対
す
る
ご
意
見
・

ご
要
望
を
継
続
的
に
う
か
が

い
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
意
向

を
正
し
く
つ
か
み
、
区
政
に

反
映
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。

足
立
区
を
よ
り
住
み
良
い

ま
ち
に
す
る
た
め
、
日
ご
ろ

か
ら
区
政
に
ご
意
見
を
お
持

ち
の
方
、
区
の
現
状
を
知
り

た
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

マ
連
絡

会
議
等
へ
の
出
席
(
平
日

年
4
回
程
度
)

▽
ア
ン

グ
ー
ト
の
回
答
(
年
3
回

程
度
)

▽
施
設
見
学
会

へ
の
参
加
(
年
1
回
程
度
)

▽
区
政
全
般
に
つ
い
て
の

情
報
・
意
見
・
要
望
等
の

随
時
提
出

▽
そ
の
他
広

聴
業
務
へ
の
協
力

任
期
3

年
4
月
～
4
年
3
　

月
応
募
資
格
(
次
の
す
べ
て
の

条
件
を
満
た
す
方
)

ワ

平
成
3
年
4
月
1
日
現
在

満
2
0歳
以
上

マ
足
立
区

に
引
き
続
き
3
ヵ
月
以
上

居
住
し
て
い
る
(
日
本
語

が
で
き
る
外
国
人
を
含

む
)

▽
都
内
の
地
方
公

共
団
体
の
職
員
で
な
い

募
集
人
数
5
0
人

謝
礼

▽
会
議
出
席・
:―
回

3
千
円

▽
ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
…
I
回
千
円

応
募
方
法
2

月
1
2日
ま
で

に
電
話
で
応
募
用
紙
を
請

求
応
募
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
広
聴
係

昔
(
3
8
8
2
)
1
1
1
　

1
㈹

あなたの夢は
ユメじゃない

ゆめ メ ッセ ージ募集中

2
1世
紀
が
間
近
に
な
っ
た

今
日
、足
立
区
も
次
の
蔘
(
目

標
-

新
基
本
構
想
)
を
見
て

い
ま
す

。
2
0
1
0

年
ま
で

に
実
現
さ
せ
た
い
新
し
い
足

立
区
の
姿
を
あ
な
た
も
描
い

て
み
ま
せ
ん
か

。

あ
な
た
の
夢
を
あ
な
た
の

カ
タ
チ
で

。
小
さ
な
ア
イ
デ

ア
か
ら
壮
大
な
提
案
ま
で
何

で
も
結
構
で
す

。

テ
ー
マ
2
0
1
0

年

、
わ

た
し
か
描
く

、
く
ら
し
の

ゆ
め

、
ま
ち
の
ゆ
め

応
募
の
ス
タ
イ
ル

『
ゆ
め
メ
ー
ル
2
0
1
0

』

あ
な
た
の
夢
を
1
5
0字
程
度

に
ま
と
め
提
案
し
て
く
だ
さ

い
。
ビ
デ
オ
・
録
音
テ
ー
プ
(
3

分
以
内
)
、
写
真
な
ど
で

も
O
K

。

『
ゆ
め
ア
ー
ト
2
0
1
0
J
　
l
a

四
方
以
内
の
大
き
さ

の
絵
画
で
、
画
材
・
表
現
方

法
は
自
由
で
す
。
裏
面
に
氏

名
・
電
話
番
号
を
、
別
紙
に

製
作
意
図
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。

『
ゆ
め
レ
タ
ー
2
0
1
0

』

4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
1
0枚

以
内
(
ワ
ー
プ
ロ
も
可
)
で

じ
っ
く
り
と
あ
な
た
の
夢
を

語
っ
て
く
だ
さ
い
。
別
紙
に

要
旨
を
忘
れ
ず
に
。

『
ゆ
め
コ
ー
ル
2
0
1
0

』

ゆ
め
特
派
員
が
あ
な
た
に

直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

賞

夢
大
賞
1
点

優
秀
賁

3
点

優
良
賞
1
7点

応
募
先

事
務
局
ま
た
は
お

近
く
の
区
民
事
務
所
や
社

会
教
育
館
窓
口

応
募
期
限
3

月
1
5日

寮
応
募
用
紙
(
ゆ
め
登
録
用

紙
)
は
区
民
事
務
所
、
社
会

教
育
館
な
ど
の
窓
口
に
あ
り

ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(千
住
)

。企
圃
課
内
ゆ
め
企
画
事

務
局
?
3
8
8
2
)
　
1
1
1
1

㈹

◆ あだち広報は、毎月5 日、15日、25日に発行します
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福

祉

講
演
会
「
痴
呆
の
お
と
し
よ
り
の

介
護
に
つ
い
て
」

「
長
谷
川
式
ス
ヶ
I

ル
」
で

お
な
じ
み
の
長
谷
川
氏
を
お
招

き
し
購
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

賢
疑
C

答
の
時
問
も
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
碍

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
2
月
1
9
日
(
火
)
、
午
後
　

2
時
～
4
時

購
師

長
谷
川
和
夫
氏
(

聖
マ

リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
神
経
精

神
科
学
教
授
)

定
員
2
7
0
人

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

社

会
福
祉
法
人
聖
風
会
・
高
齢

者
在
宅
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
は
な
は
た
」
花
畑
4
-
3
9
　
-
1
0

(
3
8
8
3
)
7
9
4
6

表1 高齢者在宅サービスセンター

l 「 さ の バ 匠 野2 一圃- 12 」が 平 成3 年 フ 月 に 開 設 し ま 覃 、

開 設 の 時 点 で 担 当 地 草 が 変更 と な り ま 覃 の で、 あ う かじ

め ご 了 承 く だ さ い 。

4
月
か
ら
の
利
用
者
募
集

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は

、

ね
た
き
り
や
病
弱
な
お
と
し
よ

り
が
自
宅
で

安
心
し
て

生
活
で

き
る
よ
う

、
ま
た
そ
れ
ら
を
未

然
に
予
防
す
る
た
め

、
専
門
的

な
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま

す
。

募
集
事
隻

デ
イ
ホ
ー
ム
、機

能
訓
練

利
用
期
間
4

月
I
平
呪
4
年

3
月
(
1
年
間
)

対
象
・
t
員
・
費
用

表
2
の

と
お
り

申
込
方
法

直
接
窓
口
へ

申
込
期
限
2

月
1
5日
(
金
)

申
込
・
問
合
せ
先

太
庁
舎

(千
住
)
・
老
人
福
祉
係

表2 高齢者在宅サービ スセンター事業概要

児
童
福
祉

千
住
あ
ず
ま
保
育
園
　
非
常
勤
職
員
募
集

拐
用
日

罕
咸
3

稈
4
月
1
日

採
用
人
数

―
人

助
務
日
時

月
～
土
曜
日
(
日

曜
日

、祝
奈
日
は
休
み
)
、
午

後
3
時
1
5
分
～
7
時
1
5
分
ま

で

。
有
給
休
暇
あ
り

助
務
鳩
所

千
佳
あ
ず
ま
保
育

菌
(
足
立
区
予
住
東
2
E
2
0
　
-
1
7
)

給
与
等
U

万
5
千
円
(

交
通

費
支
給
。
社
会
保
険

、
麈
用

保
険
等
加
入
)

応
募
資
格

保
母
の
資
格
を
有

す
る
人

応
募
方
法

保
育
課
(
本
庁
舎
)

に
履
歴
S

持
参
(
自
筆
で

写

友
貼
付
)

申
込
期
限
2

月
1
5日
(

金
)

申

込
・
問
合

せ
先

本

庁
舎

(
千
庄
)
・
保
育
第
一
佩

保
育
園
児
募
集

両
親
か
勳
い
て
い
た
り

、
詞

気
な
ど
の
理
由
に
よ
り

、
家
庭

で
乳
幼
児
の
保
育
が
で
き
な
い

方
の
た
め

、
福
祉
事
務
所
で
は

随
時
、
保
育
園
入
園
の

相
談

、

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

。

く
わ
し
く
は

、
管
轄
の
福
祉

事
筋
所
(

麦
3
)

へ
お

問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

。

表3

教

育

教
員
免
許
状
を
お
持
ち
の

方
を
探
し
て
い
ま
す

勤
務
日
時
・
内
容

正
観
教
貝

と
同
じ

助
務
鳩
所

区
立
中
学
稜

申
込
資
格

中
学
校
の
理
科
・

数
単
そ
の
他
の
教
貝

免
許
状

を
お
持
ち
の
方
(
お
お
む
ね

6
0歳
ま
で
)

給
与
等

月
約
口
万
円
以
上

、

別
途
交
通
費
支
給

申
込
方
法

電
話

※
住
所

、
氏
名
等
を
登
録
し

、

欠
貝
が
あ
り
し
だ
い
連
絡
し
ま

す

。登
録
は

、随
時
受
け
付
け
ま

す

。
な
お

、
フ
ル
タ
イ
ム
助
務

で

き
な
い
方
で

も
相
談
に
応
じ

ま
す
。
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
・
指
導
室
夢
筋
係

新
入
学
児
童
・
生
徒

の
保
護
書
の
方
へ

就
学
届
の
提
出
を

4
月
か
ら
区

立
小
・
中
学
校

に
新
入
学
す
る
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
の
屶
は

、
就
学
通
知
S

が
届
き
ま
し
た
ら

、
就
学
通
知

一
の
一

面
の
「
就
学
屆
」
を
入

学
す
る
学
校
へ

提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

小
学
校
新
入
学
用
の

就
学
通

知
一
は

、1
月
中
旬
に
保
護
者

あ
て
郵
送
し
て

あ
り
ま
す

。

中
学
校
新
入
学
用
の
就
李
通

知
S
は

、1
月
下
旬
に
在
籍
小

学
校
か
ら
お
子
さ
ん
を
通
じ
て

お
渡
し
し
ま
し
た

。

な
お

、
区
立
小
・
中
学
校
に

入
学
を
希
望
す
る
外
国
人
の
方

で

、
ま
だ

、
入
学
申
爾
の
手
続

き
を
し
て
い
な
い
方
は

、
印
か

ん
と
お
子
さ
ん
の
外
国
人
登
録

証
明
S
(

手
帳
)
を
持
参
し

、

学
事
第
一
係
へ

申
粛
し
て
く
だ

さ
い

。

問
合
せ
先

広
庁
舎
・
学
事
第

一
係

お
子
さ
ん
の
健
康
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

江
東
ブ
ロ
ッ
ク
学
校
保
健
協
議
会

子
ど
も
の
心
と
体
・
健
康
・
生

活
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か

。
子
ど
も
の
特
性
を
つ
か
み

生
き
生
き
と
活
動
さ
せ
る
た
め

に

。
大
人
は
河
を
す
べ
き
か
を

一

諾
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

。

日

時
2

月
M
日
(
木
)
。午
後

2
時
1
4

時
3
0
分

鳩
所

産
業
振
興
館

内

容
P
T
A

・
学
校
医
・
養

護
教
諭
の
各
代
衷
に
よ
る
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
講
演
会

講
師

山
本
薀
奥
氏
(

教
育
評

論
家
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
(

千
庄
)
　

・
保
健
給
食
係

教
育
の
こ
と
で
お
悩
み
の

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
へ

出
張
教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

学
校
へ
行
き
た
が
ら
な
い

、

こ
と
ぱ
が
お
そ
い

、
勉
強
が
き

ら
い

。
思
春
期
の
子
ど
も
の
棲

し
方
等
で
ご
心
配
の
保
護
者
の

皆
さ
ん

。
専
門
の
相
談
員
か
皆

さ
ん
と
共
に
考
え
問
題
の
解
決

に
あ
た
り
ま
す

。

今
回

、
次
の
と
お
り
出
弧
敵

育
相
談
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽

に
お
い
で
く
だ
さ
い

。

日
時
2
月
1
7
日
(
日
)
、午
肋
　

1
0
時
～
午
後
4
時

鳩
所

中
部
児
童
館
・
老
人
館

2
陌
ホ

ール
(

関
原
2
-
1
0
　
-
1
0
)

問
合
せ
先

教
育
セ
ン
タ
ー
教

育
相談
佩

一
3
8
5
9
)
9
5
3
1

道
路
・
住
ま
い

補
助
2
5
8号
線
(
平
野
二
丁
目
地
区
)

一
部
開
通
の
お
知
ら
せ

補
助
第
S
号
線
の
平

野
二
丁
目
地
区
の
一
部

が
2
月
1
5
日
(
金
)
か
ら

鬨
通
し
ま
す
。

問
合
せ
先

街
路
事
業

対
策
窒

　
1
6
　
0
2
)
9
8
7
0

生
活
環
境

緑
の
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

第
8
期
緑
の
協
力
員
募
集

区
で
は
、
地
域
の
中
で
区
民

の

皆
さ
ん
が
緑
化
活
助
に
参
加

し

、
区
内
の
緑
化
推
進
の
大
き

な
要
と
な
っ
て
い
た

だ
く
た

め

、
楝
の
協
力
員
制
度
を
股
け

て
い
ま
す
。
次
の
要
餌
で
、
第
8

期
緑
の
S
力
員
を
募
集
し
ま

す
。i

豊
か
な
ま
ち
・
足
立
‘

づ
く
り
に
、
み
な
さ
ん
の
積
極

的
な
ご
協
力
・

ご
応
募
を
お
待

ち

し
て

い

ま

す
。

緑
の
協
力
員
の

職
務

▽
緑
の
保
護
と

回
復
に
閲
す

る
知
識
の
晋

及
活
動
を
行

う
▽
区
の
緑
化
亊

業
へ
積
極
的

に
参
加
す
る

▽
古
木
・
巨
木

等

を

観

察

し
。
調
査
表

を
提
出
す
る

▽
練
の
機
関
紙
(
み
ど
り
I
仮

称
)
を
発
行
す
る

▽
緑
の
協
力
員
連
循
会
議
へ
の

出
席

応
募
資
格

▽
緑
に
深
い
関
心
を
も
ち
、
区

の

緑
化
施
策
へ
積
極
的
に
嚊

力
で
き
る
方

▽
2
0
歳
以
上
で
区
に
引
き
厩
き

1
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方

▽
s
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の

職
員
で
は
な
い
こ
と

▽
公
職
選
拳
法
に
よ
る
公
職
お

よ
び
議
会
の
同
意
な
ど
を
必

要
と
す
る
職
に
な
い
こ
と

任
期
4

月
1
日
～

平
成
5
年

3
月
3
1日

定
a
2
5

人

応
募
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

職
業
'

の
励
機
を
明
配

応
募
期
限
2

月
2
0
日
消
印
有

効
応
夢
・
問
合
せ
先

太
庁
舎
・

緑
化
佩

「
緑
の
中
の
伊
興
セ
ン
タ
ー
」

(
古
性
定
之
助
氏
撮
影
)

講
演
会
「
都
市
と
自
然
環
境
保
護

」

日

時
2

月
2
7
日
(
水
)
、午
優

2
時
I

午
俊
4

蒔
3
分

場
所

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
2

階
ホ

ー
ル
(

無
料
)

対
霞

区
内
在
僅
・
在
勤
の
方

内
容

講
演
会
と
映
回

睛
師

福
岡
克
也
氏
(
立
正
大

学
経
済
単
郎
長
)

定
員

剳
人
(

先
着
順
)

問
合
せ
先

太
庁
舎
(
千
庄
)
・

環
境
諌

消
費
生
活

く
ら
し
に
役
立
つ
テ
ス
ト
教
室

「
せ
っ
け
ん
と
合
成
洗
剤
」

せ
う
け
ん
と

合
虞
洗
剤
の
ち

が
い
を
テ
ス
ト
し
ま
す

。

日
時
2

月
1
4日
(
木
)
、
午
後

1
時
I
3

時

定
員
2
0

人

S
用

無
料

場
所
・
問
合
せ
先

桷
賢
者
セ

ン
タ
ー

　
(
3
8
8
0
)

保
険
と
年
金

2
月
の
ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と

し
た
疑
問
や

、
さ
ま
ざ
ま
な
心

配
事
に
足

立
社
会
保
険
事
泌
所

の
専
門
官
が
直
接
お
答
え
す
る

「
ね
ん
き
ん
相
談
コ

ー
ナ
ー
」

を
毎
月
第
1

水
躍
日
に
開
設
し

て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち
よ

り
く
だ
さ
い
。

日

時
2

月
6
日
(
水
)
、
午
前

1
0跡
～
午
後
3

蒔
3
0分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2
階
、

S
民
年
金
課
前

問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・

S
民
年
金
蹶
推
進
係

{
3
8
8
0
}
5
0
6
1

みんなの健康
足 立 保 健 斛 　

・54151

干 生 保 健 所 　皿 一心77
江 北 假 轍 相 皿 所 　郎-
東 司 皿 健 佃 皿 所 　四- 4171
中央 毒 町 保健 佃 皿 所 　鋤- s I "
售(干隹)・- m 　- ・1111㈹

健

康

が
ん
予
防
!
ま
ず
は
家
族
の
食
事
か
ら

成
人
病
予
防
週
間
2
月
1
日
～
9
日

家
族
の

だ
れ
が
こ
の

タ
イ
プ
A

、
塩
辛
い
も
の
。
甘
い
も
の

大
好
き
タ
イ
プ

B
、
あ
つ

あ
つ
の
食
べ
物
、
飲

み
物
好
き
タ
イ
プ

C
、
よ
く
か
ま
な
い
早
食
い
夕

イ
ブ

D
、
脂

う
こ
い
も
の
を
好
む
夕

イ
プ

E
、
野
菜
を
ほ
と
ん
ど
食
べ
な

い
タ
イ
プ

私
た
ち
の
体
は
、
毎
日
の
食

事
が
原
料
と
な
う
て
つ

く
ら
れ

て
い
ま
す
。

が
ん
の
発
定
は
、
食
事
と
深

い
つ
な
が
り
が
あ
り
、
過
労
、

ス
ト
レ
ス
、
喫
煙
な
ど
も
影
一

し
ま
す
。
そ
し
て
、
食
事
と
夕

バ
コ
が
大
き
な
要
因
と
言
わ
れ

ま

す
。

例
え
ぱ
、
冐
が
ん
に
な
り
や

す
い
人
は
、
A
・
B

・
C
タ
イ

プ
。
大
腸
が
ん
に
な
り
や
す
い

人
は
D
・
E

タ
イ
プ
。

こ
ん
な
タ
イ
プ
の
人
。
ど
こ

か
に
い
ま
せ
ん
か
。

が
ん
は
、
食
事
に
よ
っ
て
、

あ
る
程
度
防
ぐ
こ
と
か
で
き
ま

す
。家

族
み
ん
な
の
食
事
を
も
う

一
度
見
直
し
て
み
ま
し
よ
う
。

食

生

活

講

演

会

日
時
2

月
2
5日
(
月
)
、
午
後

1
時
3
0分
I
3

時
3
0分

堤
所

千
佳
保
健
所

内
容

「
が
ん
発
足
と
食
生
活
'

講
師

罔
内
卓
氏
(
元
国
立
が

ん
セ
ン
タ
ー
研
呪
所
副
所

長
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

千
住
保
健

所
(
3
8
8町
4
2
7
7

「
過
労
死
」
を
考
え
る

仕
事
と
心
中
し
て
い
ま
せ
ん
か

勵
き
す
ぎ
、
会
社
人

間
、
仕

事
中
毒
と
言
わ
れ
つ
つ

、
体
の

不
飼
を
感
じ
な
が
ら
、
ド
リ
ン

ク
剤
や
ビ
タ
ミ
ン
剤
で

ご
ま
か

し

て
働
く
人

が
ふ
え
て

い
ま

す
。
胄
か
い
よ
う
の
再
発
や
、

高
血
圧
が
治
り
に
く
い
な
ど
、

過
労
か
原
因
と
な
る
病
気
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
。
突
然
、

襲
っ
て
く
る
「
過
労
死
」
を
一

緒
に
考
え
、
防
ぐ
方
法
を
見
つ

け
だ
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
2

月
'
J日
(
水
)
、
午
後

1
時
3
0
分
I
3

時
3
0
分

場
所

中
央
本
町
保
健
相
談
所

対

象

働
き
過
ぎ
と
思
う
人
や

そ
の
家
族

内
容

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▽
遥

労
を
作
り
だ
す
社
会
・
生
活

(
千
田
忠
男
氏
・
杏
林
大
学

医
師
)

▽
隣
り
の
人
の
健

康
と
自
分
(
飯
泉
正
助
氏
・

区
内
関
某
医
師
)

▽
私
の
体

験
談
か
ら
(
区
民
)

申
込
方
法
・
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

保
健
相
談
所

1
8
8
0
)
5
3
5
1

専
門
医
・
保
健
婦
に
よ
る
酒
害
相
談

区
で
は
、
お
酒
を
や
め
た
い

か
や
め
ら
れ
ず
悩
ん
で
い
る
方

ま
た
は
家
族
を
対
象
に
、
専
門

医
、
保
健
婦
に
よ
る
酒
害
相
談

を
晢
週
―
回
行
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
同
じ
悩
み
を
持

つ
仲
間
と
一
緒
に
相
談
し
あ
い

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

各
保
健
所
・
保
健

相
談
所

―
―
冬
の
講
演
会―
―

無
口
な
肝
臓
を
い
じ
め
な
い
で

肝
臓
は
ど
こ
に
あ
る
の
?

肝
臓
は
同
を
す
る
と
こ
ろ
?

あ
な
た
の
肝
臓
は
同
色
?

あ

な
た
の
肝
臓
は
大
丈
夫
?

な
ど

肝
臓
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
眄
2

月
2
0日
(
水
)
、
午
後

1
蒔
3
0分
～
3

畤
3
0分

場
所

江
北
保
健
相
談
所

対
象

区
内
在
庄
の
方

爾
師

松
下
恒
義
氏
(

松
下
冐

腸
科
外
科
)
・

管
理
栄
養
士

定
員
5
0

人
(

無
料
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

江
北
保
健

相
談
所

-
一
3
8
9
6
、
「
4
0
0
4

「
若
さ
を
磨
こ
う
」

運
動
と
健
康
に
つ
い
て
の
講
演
会

成
人
詞
や
ボ
ケ
の
予
防
と
運

勳
に
は
、
密
接
な
関
係
が
あ
り

ま
す
。

舂
も
間
近
に
な
っ
た
今
、
リ

フ
レ

ッ
シ
ュ
の
第
一

歩
と
し

て
、
潘
動
と
健
康
に
つ
い
て
の

講
演
会
に
ぜ
ひ
、
ご
番
加
く
だ

さ
い
。

日
時
2

月
2
6日
(
火
)
、
午
優

1
時
3
0分
1
3

時
3
0分

煬
所

足
立
保
健
所

対
象

区
内
在
住
の
方

講
師

胃
木
和
夫
氏
(
東
京
大

学
医
学
部
保
健
管
理
学
教

室
)

定
員

図
人
(
先
善
順
)

S
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
同
和
問
題
(
3
)

東
京
は

、
国
際
的
に
も
有

数
な
大
都
市
で
あ
り
。
雇
用

機
会
が
大

き
く
、
全
国
か
ら

多
く
の
人
々
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
人
た
ち
の
中
に
は
、

身
元
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て

、
自
ら
の
人
権
が

侵
さ
れ
る
と
い
う
不
安
か
ら

「
ふ
る
さ
と

」
を
隱
し
。
生

活
を
し
て
い
る
人
も
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
東
衣
で
、
昭
和
5
0
年

に
全
国
の
同
和
地
区
の
新
旧

地
名
等
を
記
載
し
た
図
S
の

存
在
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

。

こ
の
よ
う
な
図
S

が
発
行

さ
れ
る
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
差
別
を
助
長
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

特
に
企
業
向
け
に
発
行
さ

れ
た
こ
と
か
ら
。
就
職
'
*

進
等
の
差
別
に
つ
な
が
る
お

そ
れ
が
あ
り
、
社
会
問
題
に

な
り
ま
し
た
。

図
S
の
発
行
は
も
と
よ
り

一
部
の
企
業
が
こ
れ
を
購
入

し
た
事
実
は
、
同
和
地
区
住

民
の
麗
職
へ
の
希
望
と
、
基

本
的
人

権
を
踏
み
に
じ
る
も

の
で
、
あ
う
て

は
な
ら
な
い

こ
と
で

す
。
こ
の

事
件
は
、

国
会
で

も
重
大
な
部
落
差
別

亊
件
で

あ
る
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

O
問
い

合
わ
せ
は
'
K

庁
合

♀

住
)
・
同
和
対
策
担
当
へ
。

建設工事等の競争入札

参加資格審査の申請

を受け付けます

平
成
3
・
4

年
度
に
、
区
の

建
設
工
事
等
の
競
争
入
札
に
番

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
2

月
7
日
1
2
8
日

(
土
・
日
皿
・
祝
日
は
除
く
)

受
付
時
間

午
前
9

時
3
0分
I
　

午
後
4

時
(
正
午
～
午
後
―

時
を
除
く
)

受
付
場
所

本
庁
舎
(
千
住
)
7
　

陪
大
会
巖
奎

申
請
用
紙

東
京
都
財
務
局
所

定
用
紙
(

財
団
法
人
東
京
郡

弘
済
僉
で
販
売
)

問
合
せ
先

友
庁
合
(
千
住
)
　

・
契
約
第
一
係

区
職
員
募
集

皿
種

理
学
療
法

採
用
予
定
年
月
日

平
虞
3

募
集
人
員
1

人

年
4
月
1
日
以
降

受
験
資
格

昭
和
3
1年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

で

、
理
学
療
法
士
の
免
許

を
有
す
る
方
、
ま
た
は
平

成
3

年
3
月
ま
で
に
取
賜

見
込
み
の
方

選
考
日
3

月
3
日
(

日
)

申
込
方
法

履
歴
S
1

通
を

持
参
ま
た
は
郵
送

受
付
時
間

午
前
9

時
～

午

硬
5
時

申
込
期
限
2

月
2
2日
必
傭

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

・
人
事
係

〒
圀
千
住―

-
4
-
1
8

(
3
8
8
2
T
I
I
I
　

㈹

文

化

〔
放
送
大
学
協
力
講
座
〕

区
民
大
学
土
曜
講
座
受
講
者
募
集

日
ご
ろ
、
忙
し
い
勤
労
者

の
た
め
の
新
し
い

講
座
が
始

ま
り
ま
す
。
今
日
の
重
要
謀

題
に
つ
い
て
。
日
ご
ろ
テ
レ

ビ
で
お
な
じ

み
の
講

師
陣

が
。
深
い
見
識
と

脱
い
分
析

力
を
持
っ
て
解
説
し
ま
す
。

日
時
2

月
1
6日
I
3

月
1
6
　

日
(
全
5

回
)
、
午
前
1
0
時

1
正
午

場
所

勤
労
福
祉
会
館
(
纉

瀬
ブ
ル
ミ
エ
内
)

対
象
1
8
筬
以
上
の
方

内
容

喪
4
の
と
お
り

定
員

加
人
(
希
望
者
が
多

い
場
合
は
抽
選
)

費
用

無
科

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
・
職
業
を

明
記

申
込
期
限
2

月
1
2日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

(千

庄
)
・
文
化
振
興
佩
　

〒
S
千
庄
―
-
4
1
1
8

表4 区民大学土曜講座 日程・内容・講師 ※吝回とも土曜日

掲
示
板

□
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
学

べ
ま
す
。
放
送
大
学
字
生
募

集
放
送
大
学
で
は

、
今
、
学

生
を
募
集
中
で
す
。
テ
レ

ビ

・
一
プ
ジ
オ
放
送
で

授
業
を
行

う
正
規
の
大
学
で

、
次
の
よ

う
な
特
色
か
あ
り
ま
す
。

▽
旧
歳
以
上
な
ら
、
だ
れ
で

も
入
掌
で
き
、
入
単
試
験

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
大
学
卒
業
の
賢
格
を
と
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
幅
広
い
分
野
に
わ
た
る
M
　

の
科
目
の
中
か
ら
学
ぷ
こ

と
か
で
き
ま
す
。

募
集
期
限
2

月
巧
日

授
業
闘
始
4

月
1
日

※
募
集
要
項
を
無
料
で
お
送

り
し
ま
す
。
ま
た
、
2
4時
間

テ
レ
ホ
ン
サ

ー
ビ
ス
　
(
3
5
8
0
)
4
6
0
0

も
ご
利

用
く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

放
送
大

学

本
部

　
0
4
7
2
　
(
7
6
)
5
1
1
1

□
贈
与
税
の

申
轡
も
お
忘
れ

な
く平

呪
2

年
度
中

に
、「
個

人
」
か
ら
土

地
(
借
地
権
)
、

建
物
な
ど
の
不
動
産
や

、
現

金
、
預
貯
金

、
株
式

、
債
券

な
ど
6
0
万
円
を
超
え
る
財
産

の
贈
与
を
受
け
た
方
は

、
贈

与
税
の
申
店
が
必
要
で
す

。

沢
の
よ
う
な
場
合
な
ど
も

原
則
と
し
て
贈
与
に
よ
り
取

掃
し
た
も
の
と
さ
れ
ま
す

。

▽
無
僕
で
不
動
産
な

ど
の
財

産
の

名
義
を
変
更
し
た
場

合
▽
買
い
入
れ
た
不
動

産
な
ど

の
財
産
を
他
人
名
義
に
し

た
場
台

▽
不
励
産
な
ど
を
取
傳
す
る

た
め

、
観
や
祖
父

母
か
ら

賢
金
の

援
助
を
受
け
た
場

合
に
お
い
て

、
そ
の
返
済

が

「
出
世
払
い
」
や
「
あ

る
時
払
い
の
催
足
な
し
」

の
よ
う
に
実
賢
的
に
贈
与

と
認
め
ら
れ
る
遜
色

▽
土
地
や
建
物
の
取
得
に
際

し
て

、
資
金
に
応
じ
た
登

記
を
行
う
て
い
な
い
場
合

※
「
配
偶
者
控
除
の
特
例
」

や
「
住
宅
取
得
賢
金
の
贈
与

特
例
」
を
受
け
る
方
は

、
税

金
の
か
か
ら
な
い

場
合
で

も

、
申
告
か
必
要
で
す

。

平
虞
2

年
分
の
贈
与
税
の

申
告
と
納
税
は

、
平
成
3
年
2

月
1
日
か
ら
3

月
1
5日
ま

で
で
す

。

A
足
立
・
西
新
井
税
務
署
V

□
お
使
い
に
な
り
ま
し
た
か

浄
化
槽
清
掃
作
業
経
費
曜
減

証
今
お
便
い
の
浄
化
槽
に

、

都
は
鴻
掃
料
金
の
一
郎
助
威

す
る
軽
減
証
を
発
行
し
て
い

ま
す
(
た
だ
し

、2
3区
の
下

水
道
普
及
地
域
に
限
る
)
。2

年
慶
の
軽
減
証
(
う
ぐ
い
す

色
)
の
有
効
期
限
は
3

月
3
1

日
で

す
。

問
合
せ
先

都
清
掃
局
指
導

助
虞
課

　
(
3
2
1
2
)
　
5
1
1
1

㈹

□
女
子
学
生
の
た
め
の
畷
業

ガ
イ
ド
講
座

日
時
▽
2
月
2
1
日
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
4
時
▽
2
　

月
2
日

、
午
前
1
0時
I

午

唆
5
時
3
0
分

堤
所

飯
田
橋
セ
ン
ト
ラ
ル

ブ
ラ
ザ
1
1
階
中
央
労
政
会

館
第
1
会
議
窒
(
無
科
)

対
象

女
子
学
生
(
主
に

、

現
在
3

年
生
の

方
)

定
a
s

人
(

先
魯
順
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に

住
所

、氏
名

、電

話
番
号

、

大
学
名

、学
年

、
専
攻

、交

流
会
参
加
の
有
無
を
明
記

申
込
期
限
2

月
1
5日

申
込
・
問
合
せ
先

都
中
央

労
政
事
務
所
教
育
係

〒

1
6
2新
宿
区
神
桑
河

岸
1
-
　
1

　
(
3
2
6
7
)
6
1

亜
介
護
福
祉
利
学
生
募
集

受
験
資
格

学
校
敵
育
法
に

よ
る
高
等
学
校
を
卒
業
し

た
者
等
で

、
保
母
賛
虞
の

施
設
を
本
業
し

、
保
母
の

賢
格
を
取
屏
し
た
者

棘
書
受
付
2

月
2
1日
I
3
　

月
1
日

入
学
賦
験

▽
傘
紀
3

月

4
日

▽
実
技
・
面
接

3
月
4
日
ま
た
は
5
日

申
込
・
問
合
せ
先

練
馬
高

等
保
育
学
院

　
(
3
9
　
9
6
)
2
1
2
1

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で

、1

団

体
1
事
業

、3
ヵ
月

間
再
掲
破
不
可

。

投
稿
先
=
・
広
報
課

=
催
し
物
=

々
今

、
そ
し
て

、
明
日
の

宇

里
保
育
を
考
え
る
つ
ど
い
2

月
1
7
日
(

日
)
、午
後
1
蒔
3
0

分
～
4
蒔
3
0分
/

綾
爾
プ

ル
ミ
エ
(

勤
労
福
祉
会
館
)
/

無
料
/
足
立
区
学
童
保
育

連
絡
協
議
会

　
(
3
8
9

7
)
5
0
1
6

☆
足
立
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス

テ

ィ

バ

ル
3

月
3
1
日
(

日
)
、午
前
H

時
1

午
険
3

時
/

都
市
慶
業
公
園
/

友
本

　
(
3
8
5
5
)
3
3
5
0
　
1

募

集
=

☆
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス

毎
週
水

皿
日

、
午
前
9
時
匐
分
1
1
0

時
4
5
分
/
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
4

階
/
子

ど
も
連
れ
可
/

佐

藤

　
(
3
8
5
9
)
2
6

☆
手
相
と
易
の
教
室

毎
週

日
曜
日

、
午
後
1

時
～
/

西

新
井
一
丁

目
加
藤
宅
/
入
会

金
千
円

、
月
額
2

千
円
/

基

礎
か
ら
プ
ロ
ま
で
/

加
藤

　
(
3
8
5
6
)
8
7
1
6

午
後
7

時
以
降

ウ
ヨ
ー
カ

こ
I
ユ
ー
シ
ャ
ン

テ
)

毎
週
火
曜
日

、午
後
1

時
3
0分
～
3

時
/
エ
ル

ーソ

フ
ィ
ア

他
/
入
会
金
千
円

、

月
額
千
勁

円
/

米

山

　

(
3
8
8
6
)
7
3
2
6

☆
絵
画
教
室
(
丘
の
会
)

毎
週
水
曜
日

、
午
後
2

時
3
0

分
～
4

時
3
0分
/

千
庄
東
町

僅
宅
集
会
室
/
月
領
3
千
胴

円
/
富
永

　
(
3
8
7
0
)
7

【D
4
5

● 平成3 年1 月1 日から区内の竃話局番は、頭に3 を付け加えた4 ヶ夕になりました( すでに4 ヶ夕の場合はそのままです)
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製
造
業
の
交
流
を
広
げ
る

第
2
回
受
発
注
交
流
プ
ラ
ザ

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
や
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
情
報
な
ど
、
欲
し
い

情
報
は
ま
ず
企
業
同
士
の
出
会

い
か
ら
。

交
流
プ
ラ
ザ
は
そ
う
し
た
チ

ャ
ン
ス
が
期
待
で
き
る
情
報
交

換
の
場
で
す

。

日
時
3

月
2
2
　

日
(
金
)
、
午

後
3
時
…
製

品
展
示
、
P
　
R

タ
イ
ム

、

午
後
5
時
～
　

7
時
・・・
受
発

注
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
(
パ

ー
テ
ィ
ー
の

み
の
参
加
も

可
)

場
所

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

対
象

主
に
製
造
お
よ
び
卸
業

1
5
0
社
(
区
外
か
ら
の
参
加
も

可
)

費
用
I

人
3
千
円
(
軽
食
代
)

申
込
期
限
2

月
1
6日

※
2
月
1
6日
以
降
に
申
し
込
ん

だ
方
は
、
名
簿
に
は
掲
載
さ
れ

ま
せ
ん
が
参
加
で
き
ま
す
。
ま

た
、
出
席
者
に
は
参
加
者
名
簿

の
外
に
「
足
立
区
製
造
卸
業
事

業
所
ガ
イ
ド
」
を
差
し
上
げ
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
商
工
振
興
課

`
‘
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

新しい出会いから新しいチ ャンス

基
礎
か
ら
学
べ
ま
す

介
護
入
門
講
座

平
均
寿
命
の
伸
び
に
伴
い
、

家
庭
で
介
護
を
必
要
と
す
る
人

が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、介
護
を
す
る
人
、

受
け
る
人
、
双
方
に
と
っ
て
よ

り
良
い
介
護
の
方
法
を
、
基
礎

か
ら
実
習
を
通
し
て
学
び
ま

す
。今

回
は
、
昼
間
仕
事
を
持
つ

方
も
受
講
で
き
る
よ
う
、
夜
間

に
行
い
ま
す
。
男
性
も
気
軽
に

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

日
時
・
内
容

下
表
の
と
お
り

対
象

区
内
在
住
・
在
動
・
在

学
の
方

講
師

後
藤
栄
子
氏
百
本
在

宅
看
護
普
及
会
代
表
)

定
員
3
0
人
(
抽
選
)

費
用

教
材
費
千
円
程
度

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
、
希
望
理
由
、「
介

護
入
門
講
座
」
と
明
記

申
込
期
限
2

月
1
4日
必
着

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

女

性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3梅

田
7
1
3
3
1
1エル
ーソ

フ
ィ
ア
内

さ
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

介護入門講座

※ いずれも月曜日、午後6時30分～8時30分。

特 別 経 済講演 会

国際情勢の動向と

日本経済の行方
日
時
2
月
2
1
日
(
木
)
、午
後
　

2
時
～
3
時
3
0
分

場
所

産
業
振
興
館

講
師

酊
江
田
万
里
氏
(
経
済

評
論
家
)

定
員
3
0
0人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約
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千住あそびまつり
おとなも子供もよっといで

ベーゴマ、お手玉、竹トンボ。
千住の街の昔のガ キ大将が、遊び
の腕前を披露します。おじいち ゃ
ん、おばあち ゃんから子供まで、
昔の遊びをいっし ょに楽しみまし
ょう。
日時2 月10日( 日) 、午後12時30　
分から( 雨天の場合は17日)

場所 千佳公園( 千住大11町35)
内容 昔ながらの伝承遊び、縄引
き大会

費用 無料
問合せ先 こどもを育む地域連絡
会、千住児童館03882 ―2765

ワープロ講習会

日時2月25日～3月8日( 二L・　
日曜日を除〈10日間) し>午前　
コース…午前10時～正午じ>午　
後コース…午後1時～3時

対象 区内在住で、就業を希望し、
初級程度の技能のある方

定員 各コース10人( 抽選)
費用 教材費2, 0〔x〕円程度
申 込方法 往復ハガキに住所。氏
名( ふりがな) 、年齢。電話番号、
[ワープロ講習会( 希望コース) 」
と明記

申込期限2 月13日消印有効
※ 申し 込みは1人1通。本人に限り
ます。
場所・申込・問合せ先 剛動労福祉
サービスセンタ ー 〒120綾瀬
1 ―34―7102 綾瀬プ ルミ
エ内1*3838 ―3584

あだちリバーウォッチング
水上バスで河川めぐり

今、話題の水上バスに乗り、隅田
川や荒川など足立区の水辺を眺め、
春の一日を楽しく過ごしませんか。
日時3月27日( 水) 、午前10時～午　
後2 時30分( 予定)

予定コース浅草( 水上バス乗船場　
集合) ～千住大橋～岩淵水門～千　
住新橋～東京港～浅草( 解散)

定員96 人( 抽選)
費用? 観光協会会員… 1, 000円?　
会員以外1, 5CX〕円( いずれも昼 食
付。当日現地で支払ってください)

申 込方法 往復ハガキに希望者全員
の住所、氏名、年齢、電話番号、

会員・非会員の別、Fリバーウォッ
チンク希望」と明記( 返信用ハガ
キの表にも忘れずに代表者氏名、
住所を記入)

※ 申し込みは、1 通3 人まで、子供
も1 人と数えます。重複申込は無効。
申込期限2 月26日消印有効
公開抽選3 月4 日、午前10時。中
央本町庁舎202会議室。結果は返信
用ハガキで通知

申込・問合せ先 観光協会リパーウ
ォッチング担当 〒120中央本町1　
―17―1 中央本町庁舎・商工振

興課内 酋3880 ―5191

区民スケート大会
氷上運動会と講習会

日時2月20日( 水) 、午後6時30分　～
8 ほか305}

場所 サンスクエア・アイススケー
ト場( J R 王子駅前)
定員 運動会、講習会、各80人( 先
着順)

参加費200 円( 貸靴無料)
申込方法 電話予約
受付開始2 月5 日

申 込・問合せ先 区スヶ- 卜連田
長老03881 ―9065

ご覧ください 小 学校心身障害学級
の 連 合 学 習 発 表 会

障害( 精神薄弱) を持つ児童たち
が、日ごろ の学習の成果を披露しま
す。ぜひ、ご覧ください。
日時2月15日( 金) 、午前9時～午

後1時3{ }分
場所 竹の筱センター
問合せ先 本庁舎( 千住) ・学事第
二係 酋3882―1111㈹

青 年 セ ンタ ーの 催 し
子 育 て サ ロ ン

子育てについて、いっしょに学び
あいませんか。
日時・内容2月13日・・・講演と質疑　
応答、27日…アドバイザーととも　
に話し合い。時間はいずれも午前　
l a耨～正午
テーマ 入園に向けて備える
定員80 人( 先着順)
費用 無料
申込方法 当日直接
会場へ

※ 保育については、
お問い合わせく ださ
い。

ビデオコンサ ート

イエロ ー・サブリマン/ ビートル
ズ
日時2 月12日( 火) 、午後7 時から
定員80 人( 先着順)
申込方法 当日直接会場へ

エコロジカルライフ入門

地球にやさしい生活が求められ、
足立区でもリサイクルへの検討がは
じ められました。一人ひとりが生活
の中で具体的に取り組むことも求め
られています。
今回はそんなエコロジカ ルライフ
実践のため、若者に河ができるか、
どうできるかを学びます。講義、実
験、フィールドワークとさまざ まな

体験をします。
日程2 月14・17・21・28日。3 月
8 ・17・22・29日

時間平日…午後7時～9時、休日　
…午前10時～午後4時

定員 青年男女30人( 抽選)
費用 無料
申込方法 電話予約

シ ネサ ロ ン/ 晩 秋

仕事一筋に生き 、家庭を失った男
が、父親の看病を通し て家族の絆を
見出していく。
日時2 月19日( 火) 、午後7 時から
定員100 人
費用 無料
※ 整理券は2 月5 日から窓口で配布
します。
- いずれの講座も一

場所・申込・問合せ先 青年センタ
ー03890 ―0061

区民スキースクール

志賀高原で滑ろう

日時3月20日〔夜発〕～24日( 3　
泊4 日、車中1 泊)

場所 志賀高原熊の湯スキー場
交通 往き・・・デラックスバス、帰
り・・・J R

定員40 人( 先着順)
費用 大人59, 000円、小学生以下
55, 000円

申込金 大人29, 000円、小学生以
下25, 0( X)円 〔保護者同伴〕

申 込方法 電話 〔申込金は指定の
郵便局宛に振り込み〕

受付開始2 月5 日
申込・問合せ先 区スキー協会
葵召内1*3882 ―7789

A. S. 255, 000


